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食品分析における

分析カラム選択方法のポイント、

効率的な前処理の紹介

* 当日 9:45から会場にて受付を行ないますので、名刺をご持参ください。（先着75名）

HPLCカラムの選択方法

ODSカラムで分離が困難な場合のセカンドチョイスカラム選択のポイント
をご紹介します。

カラム別溶出挙動の比較

多種あるHPLCカラムでのクロマトグラム比較例を食品分析アプリケー
ションを用いてご紹介します。

食品分析前処理の効率化

食品分析前処理の効率化について、便利グッズを用いた実例のご紹介
をします。
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InertSustain® PFP

InertSustain PFPは、シリカゲルにペンタフルオロフェニルプロピル（Pentafluorophenylpropyl, PFP）基を化学結合
したカラムです。疎水性相互作用、双極子－双極子相互作用、π電子相互作用など様々な相互作用が働くため、
ODSカラムやフェニルカラムとは異なる独特の分離挙動を示します。

特長
 ユニークな分離挙動
 高極性（親水性）化合物への高い保持力
 低吸着・シャープなピーク形状
 高い再現性・安定した品質

 母体
 粒子径
 化学結合基

仕様

アミノ（NH2）カラムとは異なる分離パターンが得られる糖分析用カラム

： スチレンジビニルベンゼン系ポリマー
： 9 μm

： スルホン酸基

InertSphere Sugar-2は、充填剤の金属対イオンにカルシウム（Ca2＋型）を用いた糖分析用カラムです。
分離は主にサイズ排除モードにより行われ、分子量の大きな糖から順に溶出します。また、それと同時に金属対イオ
ンと糖類の水酸基との錯体形成による保持の差を利用した配位子交換モードも働きます。錯体形成の結合の強さは
対イオンや糖の種類によって異なり、特に糖アルコールの保持力に優れています。
溶離液には水100%を用いるため溶離液調製の作業が不要となる点も、このカラムの長所の一つです。

特長
 アミノ（NH2）カラムでは分離達成できない場合にお薦め
 糖アルコールなども分析可能

高速液体クロマトグラフィー用カラム

InertSphere® Sugar-2

 カウンターイオン
 架橋度
 USPコード

： Ca2+

： 8 %

： L19
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